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海洋の Srはおよそ 250万年の滞留時間をもち、除去フラックスは炭酸塩への Sr共沈が

担っている。Srの安定同位体比（88Sr/86Srの SRM-987に対する千分率偏差88Srとして

表記される）は、炭酸塩の沈殿時に 86Srが優先的に取り込まれるため、炭酸塩の沈殿量

の増減に伴って海水の88Srが変化する。他方で放射壊変を起源とする 87Sr/86Srは大陸風

化と海底熱水の相対フラックスの復元ツールであり、2つの同位体指標を合わせること

で地質時代の海洋における物質循環を復元することができる。海水の88Sr の復元には

生物源炭酸塩が広く用いられるが、88Sr に対する水温・塩分などの環境因子ならびに

成長速度・元素選択性・種間差などの生物因子の影響評価が重要で、海水88Sr の復元

の確度に直結する。本発表では、宝石サンゴと呼ばれる高Mgカルサイト骨格をもつ八

方サンゴの88Sr の温度依存性を評価した。年平均水温 2.5〜19.5℃に対応する太平洋の

水深 30〜1500m から採取した複数種のサンゴ（Corallium japonicum, Pleurocorallium 

elatius, P. konojoi, Corallium sp., Keratoisis sp., Coralliidae sp.）骨格について、ダブルスパ

イク表面電離質量分析法によ

る高精度 Sr 同位体測定を行っ

た。 

宝石サンゴの88Sr の平均

値は 0.101±0.023‰とほぼ一定

の値を示し、水温の影響は

0.0011±0.0005/℃とわずかであ

った。海水-骨格間の Sr 同位体

分別の大きさ（88Sr）は-0.291‰

で、無機方解石の沈殿から予測

される値よりも約-0.1‰低いが、

海水-骨格間のSr/Ca比の分配係

数（Kd）の変化には影響されな

い（右図）。宝石サンゴ骨格は、

海水88Sr の優れた記録媒体で

ある。 
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